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はじめに
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災害対応の現場では、極限状態の中で、被害、復旧、要請等、
様々な状況を迅速に把握し、的確に意思決定・行動すること

が求められる

そのために「情報」が不可欠
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災害時情報共有の必要性（理想像）

• 災害時、個人・組織は
同時並行で異なる活動
をする

• そのそれぞれが固有の
情報を保有している
＝状況認識が異なる

• 個人・組織同士が情報
共有によって、状況認
識を統一することが、
社会全体として的確な
災害対応を実行する姿

• 情報を「共に」「有す」
• 「知らない」を無くす
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SIP4D（基盤的防災情報流通ネットワーク）
エスアイピーフォーディー

災害現場で役立つ情報プロダクツ

災害現場で活動する災害対応機関での情報活用

現場と各機関をつなぐ「パイプライン」を実現し、国全体としての災害対応の効果最大化

情報収集

情報共有

・建物被害推定
・道路通行可否
・避難所状況 等

情報作成・集約

内閣府総合科学技術・イノベーション会議
SIP（戦略的イノベーション創造プログラム）
第1期で開発した先進的情報基盤

災害時情報集約
支援チーム

Shared Information Platform for Disaster Management
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SIP4Dで共有される様々なデータ
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民間のデータ＋行政のデータ→支援機関の意思決定
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ISUTを通じた災害対応現場での情報共有支援
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災害対応現場の共通ツール・共通データに
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内閣府HPより引用・抜粋・編集 http://www8.cao.go.jp/cstp/society5_0/index.html

CPS4DSIP4D ※CPS4D: Cyber-
Physical Synthesis for 
Disaster Resilience

災害対応現場が情報を活用する 情報が災害対応現場を牽引する
【情報共有のその先へ】SIP4DからCPS4Dへの展開
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【情報共有のその先へ】SIP4DからCPS4Dへの展開
フィジカル空間の多種多様な動態データをサイバー空間で集約し、災害動態を解析することにより、「避難・緊急活
動」フェーズにおける意思決定を支援するデジタルツイン技術と、個別システム群が連動しフィジカル空間にフィー
ドフォワードする技術の統合体として「CPS4D」を開発

SIP第2期「国家レジリエンス（防災・減災）の強化」『避難・緊急活動支援統合システム』

（防災チャットボット）
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まとめ︓災害時情報共有を社会実装するための課題
• 課題①データ︓全災害に共通する必須基本情報の設定と確実な実行

• 現状︓提供された情報のベストエフォート共有
• 必要︓必須基本情報（EEI）の設定、それを確実に実行する政策

• 例︓道路通行可否、電力可否、通信可否、衛星画像／空中写真、避難所等
• 【技術】機械判読可能なデータでの共有（紙→デジタル→構造化データ）へ

• 課題②ルール︓情報共有手順の標準化と平時からの運用
• 現状︓災害発生時に説明・依頼の上でのデータ作成・共有（負荷膨大）
• 必要︓標準作業手順（SOP）の設定、平時データ運用と災害時更新

• SOP研修・訓練、通信途絶時対応手順、データ利用規約の事前設定等
• 【技術】簡易な情報入力ツール、共通ジオコーダー、ベースレジストリの整備・運用等

• 課題③ガバナンス︓情報共有運用組織の明確な位置づけと体制整備
• 現状︓ISUTは防災基本計画明記、SIP4Dは国研研究
• 必要︓実運用組織・体制、予算、国・地方／官・民の役割の明文化

• 国・地方／官・民がスムーズに情報共有するための「よりどころ」
• 【技術】陳腐化しないよう、研究・技術開発と実務・実践・実装のエコシステムも必要
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参考︓共有すべき情報（EEI）と標準作業手順（SOP）事例

内閣府国と地方・民間の「災害情報ハブ」推進チーム 第1回検討会資料より抜粋
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